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１．課題の名称等 

研 究 開 発課 題 名 ： 環境調和型シリサイド短波長赤外リニアイメージセンサの開発 

研 究 責 任 者 ： 鵜殿 治彦（茨城大学） 

 

２．研究開発の目的 

豊かな社会の維持と脱炭素化の両立には、社会活動全般での省力化・省エネルギー化が必要にな

る。可視域に加え、短波長赤外も使える広帯域の多波長イメージセンシングが容易に活用されるよう

になれば、製造プロセスや生体観察、農作物の育成状況観察、昼夜の自動監視など幅広い分野で自

動システムを利用した省力化・省エネルギー化が見込める。こうした観点から、資源・環境リスクが低

く、安価で汎用普及可能な短波長赤外イメージセンサの実現を最終目的として、本プロジェクトではマ

グネシウムシリサイドフォトダイオードリニアアレイセンサの動作実証を行った。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本プロジェクトでは資源・環境リスクが低く、安価で汎用普及可能な短波長赤外イメージセンサの実

現を最終目的として、マグネシウムシリサイド（Mg2Si）フォトダイオード（PD）リニアアレイセンサの試作

と性能評価および動作実証を行なった。熱拡散と汎用フォトリソグラフィーの簡易なプロセスで Mg2Si

基板に 32 画素 PD リニアアレイを試作し、Si 読み出し回路と接続して 32×32 画素の短波長赤外

（SWIR）イメージを取得することに成功した。さらに単一 PD で波長選択フィルタを通しても高い量子効

率を得られることを実証した。また、SWIR 域の高効率波長選択フィルタを３層の簡易な構造で実現し

た。 

 

3-2. 今後の展開 

本研究開発により、Mg2Si が SWIR 域のイメージセンサとして活用できることが明確にでき、基本的

なデバイス微細加工プロセスも開発が進んだ。この技術をもとに画素サイズの微細化や高画素数化を

進めることが可能と考えている。今後は Mg2Si センサの特徴を活かしたアプリケーションを絞り込んだ

応用開発を進め、汎用普及型の SWIR センサの開発を促進する予定である。 


